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①を x で偏微分すると、 
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②を yで偏微分すると、 
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（１０） 

①の両辺を zで偏微分すると、 





 

 



















































0

2

2

00

0

2

2

00

2

2
sin

2

2
sin

dz
H

z
e

y

u

x

v

dz
H

z
e

y

u

x

v
w

H

z

H

z

E

 

⑤より、 
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②に 2z 、 au  を代入すると、 
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（１）の指数に注目して、 
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とおくと、  af は ba  において単調減少だから、
 af2 も単調減少である。 

ゆえに、高度２ｍにおけるuの値aが大きいほど粗度 0z は小さくなる。 

したがって、粗度の値が大きいのはＱである。 
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②より、 
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⑤に⑥を代入して、 
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①を zで偏微分すると、 
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②を x で偏微分すると、 
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（３）を tで偏微分してと、 
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（４）を x で偏微分して、 
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